[bookmark: _Hlk504751468][bookmark: _Hlk486932976]社会福祉法人日進市社会福祉協議会福祉まちづくり協議会運営助成金交付要綱

令和７年１月７日決裁
（目的）
第1条  この要綱は、区、自治会の範囲等、日常の生活圏域で活動する協働組織に対し、助成金を交付することにより、継続的な地域福祉活動を推進することを目的とする。
（対象となる活動団体）
第２条　この助成は、地域の福祉課題の解決や福祉のまちづくりのために、社会福祉法人日進市社会福祉協議会（以下、「本会」という。）が配置する地域たすけあい相談員と協働し、小地域福祉ネットワーク活動や地域内の福祉活動の推進などの地域福祉の推進を目的として、第３条第１項に掲げる各号の事業等を行う任意団体を対象とする。
（対象となる事業）
第３条　この助成の対象となる事業は次の活動区分から成るものとする。
（１）定例会運営
地域住民組織が横断的に連携し、地域の福祉ニーズ把握のために住民自らの地域の課題について概ね２か月に１度程度話し合う事業。
[bookmark: _Hlk95905539]（２）地域交流活動
地域住民間の多世代交流を促進することを目的とした事業。
（３）地域防災・防犯活動
災害時の福祉救援体制の確立、児童防犯見守り活動や防犯パトロールなどを目的とした事業。
（４）地域支えあい活動
住民同士の見守り活動やゴミ出し、買い物、草取り、移動支援などの住民による支えあい活動の整備・実施を目的とした事業。
２　前項第１号については、本助成金申請の必須条件とする。
（助成金額）
[bookmark: _Hlk93654659]第４条　助成金額は、本会会員募集会費集計表にて記載された金額を１００としたときの３０の金額を算定し、その範囲内とする。但し、１０万円を上限とする。
２　１つの活動区分において複数の事業を行った場合においても、一律の助成とする。
３　この要綱で算定した金額は、全て百の位で四捨五入の端数処理を行う。
（対象となる経費）
第５条　助成対象経費は、別表１に定める事業に直接必要な経費とし、資材の購入・経費等も対象とするが、いずれの経費も社会通念上相当と認められる金額に限る。
（助成の手続き）
[bookmark: _Hlk504752123][bookmark: _Hlk505160328][bookmark: _Hlk187066031]第６条　助成を希望するものは、本会への会員募集会費集計表の提出後に、福祉まちづくり協議会運営助成金交付申請書（第１号様式）と年間事業計画書（第２号様式）、事業収支予算書（第３号様式）を当該年度の１月末日(休館日の場合はその前営業日)までに本会へ提出する。
２　本会は前条にて算定した助成金の金額を決定し、福祉まちづくり協議会運営助成金交付決定通知書（第４号様式）を行う。
３　交付決定通知を受けたものは、福祉まちづくり協議会運営助成金請求書（第５号様式）を本会へ提出する。
４　助成金請求書受理した本会は、助成金の交付を行う。
５　助成金事業終了後、翌年度の４月１０日（休館日の場合はその前営業日）までに福祉まちづくり協議会運営助成金事業実施報告書（第６号様式）と年間事業報告書（第７号様式）、事業収支決算書（第８号様式）を提出する。
　（返還）
第７条　本会会長は助成金の交付が決定した団体が次に該当する場合は、助成金返還請求書（第９号様式）により助成金の全部又は一部を返還させることができる。
（１）余剰金が発生した場合は、余剰金を返還する。
（２）提出書類に虚偽の事項を記載し、又は助成金の交付申請に関し不正行為があったと認められる場合、又は虚偽等不正な手段により助成を受けたことが判明した場合は、助成金の全部を返還する。
（３）第３条に基づく助成対象事業について報告がない場合は、別表２に基づき算定した額を上限に、助成金の一部又は全部を返還する。
（４）助成金を助成対象事業以外に使用した場合は、一部又は全部を返還する。
（５）事業報告書の提出がない場合は、全部を返還する。
（６）備品の購入について、１年未満で、助成対象事業を中止したときは、該当する備品費を全部返還する。
（補則）
第８条　この要綱に定めるものの他、必要な事項は会長が別に定める。

　附　則
　この要綱は、平成３０年４月１日から適用する。
ただし、この要綱制定に伴い、従前の社会福祉法人日進市社会福祉協議会地域活動推進運営助成金交付要綱は廃止とする。
　附　則
この要綱は、令和２年９月１日から適用する。
　附　則
この要綱は、令和３年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、令和４年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、令和６年４月１日から適用する。
附　則
この要綱は、令和７年４月１日から適用する。


別表１（第５条関係）
	項目
	助成対象経費
	助成対象外経費

	報償費
	講師・専門家・出演者等に対する謝礼
	団体構成員への1回あたり501円以上の謝礼、人件費等

	旅費
	団体構成員以外の講師・専門家・出演者などに対する交通費、旅費
	団体構成員への交通費、旅費

	消耗品費
	文房具、雑貨、コピー用紙等の事務用品、タオル、洗剤等の日用品消耗品、工具などの器具消耗品等で１つあたり10,000円未満のもの
	１つあたり10,000円以上のもの（備品費に該当）

	印刷製本費
	広告宣伝費、立て看板費、チラシ・ポスター印刷費、資料等印刷費、プログラム等印刷費、各種デザイン料等
	

	備品費
	１つあたり10,000円以上のもの
	１つあたり10,000円未満のもの（消耗品費に該当）

	通信運搬費
	事業に係る専用の携帯電話代、郵便等の通信費
	領収書で支出が証明できない通信費（個人携帯代、個人ＦＡＸ代、インターネット接続費等）

	会議費
	事業に係る会議用飲み物（１名あたり120円以内）
	茶菓子代、食事代

	使用料・
賃借費
	事業及びその打合せに係る、会場使用料、機材・機器等の賃借料
	

	その他の
事業費
	上記以外で、事業実施に必要不可欠であると本会会長が認めたもの
	




別表２（第７条関係）
	活動区分
	本会会員募集会費集計表に記載された金額に対する割合

	定例会運営
	１００分の１０

	地域交流活動
	１００分の  ５

	地域防災・防犯活動
	１００分の  ５

	地域支えあい活動
	１００分の１０




参考
経費の考え方
助成事業に関する経費について、参考として、次のとおり考えを示す。
	助成対象経費
	原則として当該年度に属し、事業を実施するにあたり別表に掲げた項目の直接的なもので、助成金を充てることが適当と認められる経費とする。
なお、助成対象となる事業にかかる会場使用料で、当該年度前に会場利用申請を行い、利用料を前納しなければならないものについては当該年度以外の経費でも対象経費とする。保険料についても上記会場使用料と同様に取り扱う。


[bookmark: _Hlk504983200]第１号様式（第６条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日


　　　　年度福祉まちづくり協議会運営助成金交付申請書


社会福祉法人日進市社会福祉協議会　会長　　あて

所在地（代表宅）
〒

　　　　　　　　
団体名


代表者　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　このことについて、社会福祉法人日進市社会福祉協議会福祉まちづくり協議会運営助成金交付要綱第６条の規定により、下記の関係書類を添えて、福祉まちづくり協議会運営助成金の交付を申請します。


記


１．申請額　　　金　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


２．関係書類　　年間事業計画書（第２号様式）
事業収支予算書（第３号様式）

第２号様式（第６条関係）
福祉まちづくり協議会運営助成金　年間事業計画書
	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	



[bookmark: _Hlk504062531]
第３号様式（第６条関係）　
福祉まちづくり協議会運営助成金　事業収支予算書
[bookmark: _Hlk63169030]（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	[bookmark: _Hlk50136134]項　目
	予算額
	内　　訳

	本助成
	
	

	会　費
	
	

	その他
	
	

	合　計
	
	



（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	[bookmark: _Hlk50136173]経費区分
	全ての経費
	助成金を
使用した経費
	使用した助成金の
主な内訳

	報償費
	
	
	

	旅費
	
	
	

	消耗品費
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	

	備品費
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	

	会議費
	
	
	

	使用料・賃借費
	
	
	

	その他事業費
	
	
	

	合　　計
	と同額
	と同額
	




第５号様式（第６条関係）

福祉まちづくり協議会運営助成金請求書

年　　　月　　　日

社会福祉法人日進市社会福祉協議会　会長　　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名

代表者名　　　　　　　　　　　　


　貴会から交付決定通知のあった福祉まちづくり協議会運営助成金について、下記のとおり請求します。

記


　　　　　　１．請求金額　　　　金　　　　　，　　　　　円

　　　　　　２．助成金振込先
	金融機関名
	


	支店名
	支店

	種　別
	　普通預金

	口座番号
	


	フリガナ
	


	口座名義
	







第６号様式（第６条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　年度福祉まちづくり協議会運営助成金事業実施報告書


社会福祉法人日進市社会福祉協議会　会長　　あて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　

代表者名　　　　　　　　

　　　　　　年　　　月　　　日付け　　　日社協第　　　号で交付決定通知のありました福祉まちづくり協議会運営事業を実施しましたので、社会福祉法人日進市社会福祉協議会福祉まちづくり協議会運営助成金交付要綱第６条の規定に基づき、関係書類を添えて報告します。

記


１．交付決定額　　　金　　　　　　　　　　円
　
　２．関係書類　　　　年間事業報告書（第７号様式）
事業収支決算書（第８号様式）

第７号様式（第６条関係）
福祉まちづくり協議会運営助成金　年間事業報告書
	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	

	活動区分
	定例会運営　地域交流活動　地域防災・防犯活動　地域支えあい活動

	活動名
	
	参加人数
	人

	活動場所
	
	開催日時
	年　　　月　　　日

	事業内容
	


※当活動の資料（チラシ、広報記事等）及び、活動の記録写真を３枚以上と、助成金にかかる領収書を添付してください。（写真の返却は致しません。）


第８号様式（第６条関係）　
福祉まちづくり協議会運営助成金　事業収支決算書
[bookmark: _Hlk63169078]（１）収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　目
	決算額
	内　　訳

	本助成
	
	

	会　費
	
	

	その他
	
	

	合　計
	
	



（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	経費区分
	全ての経費
	助成金を
使用した経費
	使用した助成金の
主な内訳

	報償費
	
	
	

	旅費
	
	
	

	消耗品費
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	

	備品費
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	

	会議費
	
	
	

	使用料・賃借費
	
	
	

	その他事業費
	
	
	

	合　　計
	（と同額）
	（）
	（差額－＝返還額）


※裏面に助成を使用した領収書を時系列に沿って貼ってください。

